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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 今日の経済活動は情報システムに支えられており、その障害は社会的に重大な影響を及ぼすため、信頼性の向上が
強く求められている。また、情報システムが高度化し人間の手作業による管理が困難になってきている。このことか
ら、情報システムの動作を形式的仕様やポリシーとして厳密に記述して、その記述に基づいてシステムを開発したり、
自動的に運用したりすることに対するニーズが高まっている。本論文は、これら課題を踏まえ、情報システムの開発・
運用における動作の記述法と検証法に関する研究成果を纏めたものである。その主要な成果を要約すると次の通りで
ある。 
⑴情報システム開発時の動作記述において、仕様記述者の意図を厳密に整然と書き下し、かつ、その検証を容易にす
るという課題に対して、機能仕様を代数的仕様記述言語で記述する場合の仕様記述手順、段階的な詳細化手順、およ
び、検証手順を提案している。また、スクリーンエディタを具体例として、仕様記述、実現、検証を行うことで、そ
の有効性を確認している。 
⑵情報システム運用時の動作記述において、ポリシー記述者であるビジネスパーソンにとって理解や記述が容易なポ
リシー記述方法を確立するという課題に対して、オフィスにおける情報ライフサイクル管理システムを対象としてオ
フィス文書などのメタデータ、関連する組織やビジネスプロセスに関するメタデータを語彙として提供するポリシー
記述方式を提案している。 
⑶情報システム運用時の動作記述において、ポリシー記述がポリシー記述者の意図どおり動作することを検証すると
いう課題に対して、ポリシーの正しさを定義し、その正しさを検証するために、ポリシー記述者の意図の表現方法、
および、不整合の原因となるアクションの組を知識として提供するポリシー検証方式を提案している。 
 以上のように、本論文は情報システムの開発・運用時の動作記述とその検証において成果を挙げた先駆的研究とし
て、情報科学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士（情報科学）の学位論文として価値あるものと認める。 
